
業務収益
運営費交付金収益 1¶770¶158 754¶556 2¶524¶715 770¶554 3¶295¶270

学生納付金収益 638¶424 15¶107 653¶531 ` 653¶531

附属病院収益 ` ` ` ` `

受託研究等収益 4¶350 ` 4¶350 ` 4¶350

受託事業等収益 116¶470 ` 116¶470 21¶779 138¶250

寄附金収益 3¶641 8¶080 11¶721 2¶441 14¶162

施設費収益 2¶253 51 2¶304 ` 2¶304

補助金等収益 79¶492 ` 79¶492 ` 79¶492

財務収益 ` ` ` 4¶836 4¶836

資産見返負債戻入 46¶912 11¶003 57¶915 38¶519 96¶435

雑益 46¶438 573 47¶011 18¶849 65¶861

小 計 2¶708¶141 789¶373 3¶497¶514 856¶981 4¶354¶496

業務損益 199¶646 � 81¶882 117¶764 � 129¶143 � 11¶379

土地 4¶043¶494 4¶393¶834 8¶437¶329 907¶505 9¶344¶834

建物 1¶403¶833 794¶323 2¶198¶156 413¶395 2¶611¶552

構築物 133¶953 98¶893 232¶847 42¶086 274¶933

その他 1¶517¶675 43¶710 1¶561¶385 1¶342¶038 2¶903¶424

帰属資産 7¶098¶956 5¶330¶761 12¶429¶718 2¶705¶026 15¶134¶744

K̂ 寄附金の明細

区 分 当期受入
（千円） 件数（件） 摘 要

附 属 学 校 14¶439 26 現物寄附1¶069千円（３件）を含む

大 学 7¶339 34 現物寄附3¶410千円（29件）を含む

法 人 共 通 3¶772 6 現物寄附300千円（１件）を含む

合 計 25¶550 66

L̃ 受託研究の明細
（単位：千円）

区 分 期 首 残 高 当期受入額 受託研究等収益 期 末 残 高

大 学 ` 4¶050 4¶050 `

合 計 ` 4¶050 4¶050 `

C̃ 共同研究の明細
（単位：千円）

区 分 期 首 残 高 当期受入額 受託研究等収益 期 末 残 高

大 学 ` 300 300 `

合 計 ` 300 300 `

D̃ 受託事業等の明細
（単位：千円）

区 分 期 首 残 高 当期受入額 受託事業等収益 期 末 残 高

大 学 ` 116¶470 116¶470 `

法 人 共 通 ` 21¶779 21¶779 `

合 計 ` 138¶250 138¶250 `

Ẽ 科学研究費補助金の明細
（単位：千円）

種 目 当 期 受 入 件 数 摘 要

基 盤 研 究 Ì
（6¶000）

1¶800 3
分担金受入２件1¶040千円を含む

基 盤 研 究 Í
（8¶693）

2¶608 11
分担金配分2¶912千円を除く
分担金受入９件3¶034千円を含む
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注）１ セグメントの区分方法は、本学の業務に応じて大学と附属学校の２つに区分し、各セグメン
トへ配賦しない業務損益及び帰属資産は法人共通へ計上しております。

注）２ 業務費用のうち、法人共通986¶125千円は各セグメントへ配賦しなかったもの及び配賦不能
な費用であり、その主な内容は役員人件費59¶432千円、職員人件費754¶685千円と一般管理費の
170¶953千円であります。

注）３ 運営費交付金収益は、運営費交付金を財源に支出した費用に見合った金額となるように配賦
しております。運営費交付金を財源として支出したことが明確な費用に対する見合い分につい
ては支出額と同額を、その他の明確に特定できない費用の見合い分については各セグメントへ
の予算配分金額を基にした比率で按分し、配賦しております。

注）４ 帰属資産のうち、法人共通2¶705¶026千円は各セグメントへ配賦しなかったものであり、その
主な内容は土地と現金及び預金で、それぞれ907¶505千円、1¶225¶287千円であります。

注）５ セグメント別の目的積立金の取り崩しを財源とする費用は、大学46¶154千円、附属学校5¶636

千円であります。
注）６ セグメント別の損益外減価償却相当額は、大学103¶973千円、附属学校63¶035千円、法人共通

37¶791千円であります。
注）７ 損益外減損損失は、当期発生しておりません。
注）８ セグメント別の引当外賞与増加見積額は、大学�7¶433千円、附属学校�6¶869千円、法人共

通�5¶547千円であります。
注）９ セグメント別の引当外退職給付増加見積額は、大学67¶339千円、附属学校3¶373千円、法人共

通96¶537千円であります。
注）10 前年度は附属図書館の事務職員人件費を法人共通へ計上しておりましたが、本年度より附属

図書館の事務職員人件費を大学へ配賦するように変更しております。これは業務に応じてより
適切なセグメントへ配賦するべく変更したものであり、業務費用人件費への影響は大学が
54¶835千円の増加、法人共通がこれと同額の減少となっておりますが、注）３の理由により業
務損益への影響はありません。
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